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③
施
工
体
制
台
帳
の
提
出

=設
彙 i信新 聞

社会保険未加入対策のスキーム

排
除
対
象
を
全
下
請
業
者
に
拡
大

水辺活用へ知見共有
最新の活動事例紹介

国

=交
通省は、 2次以下を合む全下請業者

を社会保険等への加入業者に限定 した、未加

入業者の「排除」に乗 り出す。未加入対策の

強化 として、 4月 1日 以降に入本L契約手続き

を行 う工事から、その取 り組みをスター トさ

せる。直轄工事の率先行動が全国の地方 自治

体に波及 していけば、未加入対策が次のフェ

ーズに移る。社会保険等の加入徹底へ大きな

1歩を踏み出す ことにな りそ うだ。

⑥
ペ
ナ
ル
ア
ィ
ー
の
実
施

昨
年
か
ら
大
き
な
社
会
問
題
と
な

わ
た
電
通
の
長
時
間
労
働
に
つ
い
て

■
ヽ
一〓
一乃発
駐
ニ
タ
たｏ
拿
Ｄ
夕
ｔ
■

ニ

人
の
節
約
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
と
こ
ろ
に
行
き
着
く
。
恐
ら
・

で
は
ヽ
長
時
間
労
働
が
な
ぜ
問
題

‐‐な
つ
い
轍

‐‐‐め‐
に
聘
輌
に
い

‐‐る
た

，
繰

建
設
産
業
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
き
た
未
加
入
対
策
の

フ
総
仕

上
げ
″
に
向
け
た
手
段
と
し
て
、
２

次
以
下
を
含
む
全
下
請
業
者
を
加
入

業
者
に
限
定
す
る
。
発
注
者
と
し
て
、

加
入
の
原
資
と
な
る
法
定
福
利
費
を

適
切
に
見
積
も

っ
て
い
る
業
者
間
で

の
公
平
な
競
争
環
境
を
築
く
。

全
職
人
の
加
入
促
す

こ
の
取
り
組
み
は
、
昨
年
７
月
に

改
定
し
た
社
会
保
険

の
加
入
に
関
す

る
下
請
指
導
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
す

「
未
加
入
作
業
員
の
現
場
入
場

の
制

限
」
と
合
わ
せ
て
、
結
果
と
し
て
下

請
企
業
を
含
む
現
場
で
働
く
す
べ
て

の
職
人
が
社
会
保
険
に
加
入
す
る
た

め

の
ア
シ

ス
ト

の
意

味
合

い
を
持

つ
。措

置
は

「
４
月
」
と

「
１０
月
」

の

２
段
階
で
実
施
す
る
。
４
月
か
ら
２

次
以
下
を
合
む
全
下
請
業
者
を
加
入

業
者
に
限
定
す
る
対
策
の
強
化
に
踏

み
切
る

一
方
で
、
制
裁
金
や
指
名
停

止
、
工
事
成
績
評
定

で
の
減
点
と
い

っ
た
元
請
企
業
に
科
す
ペ
ナ
ル
テ
ィ

ー
に
つ
い
て
は
、

１０
月
か
ら
適
用
を

開
始
す
る
。

元
請
の
指
導
求
め
る

未
加
入
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て

も
、
発
覚
し
た
時
点
で
は
直

ち
に
施

工
か
ら
排
除
し
な
い
。
未
加
入
業
者

に
自
発
的
な
加
入
を
促
す
猶
予
期
間

（
原
則
と
し
て
３０
日
）
を
設
定
す
る
。

こ
の
期
間
内
に
元
請
企
業
に
よ
る
未

加
入
業
者

へ
の
指
導
を
求
め
る
。

元
請
企
業
が
加
入
指
導
を
行

っ
た

事
実
が
確
認
で
き
る
場
合
、
２
次
下

請
け
は
６０
日
、
３
次

下
請
以
下
は
９０

日
を
目
安
に
猶
予
期
間
を
延
長
で
き

る
。猶

予
期
間
内
に
加
入
を
確
認
で
き

る
書
類

が
提

出
さ
れ

な

か

っ
た
場

合
、
受
注
者
に
ペ
ナ
ル
テ

ィ
ー
を
科

す
。
元
請
企
業

へ
の
制
裁
金
は
当
該

下
請
金
額
の
５
％
。
２
次
下
請
以
下

は
、
元
請
企
業
に
と

っ
て
も
直
接
的

な
契
約
関
係
に
な
い
こ
と
か
ら
、
■

次
下
請
け
が
未
加
入
で
あ

っ
た
場
合

の
制
裁
金

（
下
請
金
額

の
１０
％
）
と

の
差
が
必
要
と
判
断
し
た
。

災
害
な
ど
の
緊
急
時
や
加
入
の
確

約

（書
面
に
よ

っ
て
加
入
の
意
思
を

確
認
）
が
得
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
な

ど
、
特
別
な
理
由
が
あ
る
場
合
は
実

情
に
沿

っ
て
下
請
契
約

を
認
め
る
例

外
的
な
運
用
も
行
う
が
ヽ
当
該
工
事

で
加
入
の
確
約
を
得
た
場
合
、
次

の

工
事
に
こ
の
特
別
な
理
由
は
適
用
さ

れ
な
い
。

自
治
体
浸
透
へ
率
先

今
後

の
焦
点

は
地
方

自
治
体

に
ど

こ
ま

で
こ
の
取
り

組
み

が
浸

透
す
る

か
と
い
う
士思
た
。

実
際
に
未
加
入
業
者

へ
の
対
策
は

都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
着
実
に
進
展
し

て
い
る
。

具
体
的
に
は
元
請
業
者
を
社
会
保

険
等
加
入
業
者
に
限
定
す
る

″
元
請

排
除
〃
か
ら
■
次

下
請
業
者
を
社
会

保
険
等

へ
の
加
入
業
者
に
限
定
す
る

「
■
次
下
請
け
の
排
除
」

へ
と
取
り

組
み
の
ス
テ
ー
ジ
が
移
行
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
。

し
か
し
、
２
次
下
請
以
降

へ
の
対

応
は
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
も
決
し
て

進
ん
で
い
る
と
は
言
い
難
い
。
こ
の

直
轄
工
事
で
の
率
先
行
動
が
、
自
治

体
レ
ベ
ル
で
の
対
策

の
促
進

へ
、
１

つ
の
き

っ
か
け
に
な
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

大
公
共
政
策
大
学
院
特
任
教
授
、

馬
場
正
尊
公
共
Ｒ
不
動
産

。
Ｏ

ｐ

ｅ
ｎ
Ａ
代
表
、
忽
那
裕
樹
Ｅ
Ｉ
Ｄ

Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
代
表
、
保
井
美
樹
法

政
大
現
代
福
祉
学
部
教
授
、
服
部

充
代
ｌ
ｉ
ｋ

ｅ
　

ａ
ｉ

ｒ
＋

ｗ
ａ

ｔ

ｅ
ｒ
代
表
、
藤
井
政
人
国
交
省

総
合

政
策

局
事

業

総
括

調

整
官

の
、
公
共
空
間
活
用
な
ど
に
携
わ

る
有
識
者
７
人
が
登
壇
し
た
。

２

０
１
４
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ミ

日
本
の
都
市
に
魅
力
あ
る
水
辺

ズ
ベ
リ

ン
グ

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の

を
取
り
戻
す

「
ミ
ズ
ベ
リ

ン
グ

・　
こ
れ
ま
で
を
振
り
返

っ
た
上
で
、

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
展
開
す
る
ミ

広
が
り
を
み
せ
る
取
り
組
み
を
ど

ズ
ベ
リ
ン
グ
事
務
局
は
３
日
、
東

の
よ
う
に
定
着
さ
せ
て
い
く
か
な

京
都
墨
田
区
の
東
京
ソ
ラ

マ
チ
で

ど
を
議
論
し
た
。

蒸

掛

膝
膨

ξ

影

結
夢

ン
碍

哺

輪

鷺

勝

辞

間
の
新
し
い
活
用
に
取
り
組
む
人

躍
す
る
５
人
の
参
加
者
が
そ
れ
ぞ

々
が
、
新
し
い
ア
イ
デ

ア
や
同
志

れ

の
活
動
や
こ
れ
か
ら
の
視
点
を

に
出
会
う
場
と
し
て
、
有
識
者
に

披
露
し
た
。
愛
知
県
岡
崎
市
で
空

よ
る
意
見
交
換
や
最
新

の
取
り
組

洞
化
が
進
む
中
心
市
街
地
と
河
川

み
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
　
　
　
　
空
間
を

一
体
的
に
リ

ノ
ベ
ー
シ

ョ

開
催
に
当
た

つ
て
あ
い
さ

っ
し

ン
す
る

「
お
と
が
わ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

た
国
土
交
通
省
水
管
理
●
国
土
保

卜
」
を
天
野
裕
岡
崎
ま
ち
育
て
セ

全
局
の
小
俣
篤
河
川
環
境
課
長

ン
タ
ー

・
り
た
事
務
局
長
が
紹
介

は
、
タ
イ
ト
ル
の
デ
ア
イ
ア
ス
を

し
た
。
南
海
電
気
鉄
道
の
和
田
真

″出
会
い
で
明
日
″
と
解
釈
し
、
　
治
営
業
推
進
室
な
ん
ば

。
ま
ち
創

』
笏

瀦

雙

は
罪

硝
辣

貯
漱
勁

晰

¨

魅
力
向
上
の
事
例
を
説
明
し
た
。

建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に

４２
年
間
勤
め
た
新
居
直
氏
は

「
川

か
ら
広
が
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ

ー

マ
に
徳
島
市

で
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
た
“
武
内
淳
宿
坊
ク
リ

エ

イ
テ
ィ
ブ
代
表
取
締
役
は
、
川
沿

い
を
ま
ち
の
表
側
に
す
べ
く
、
和

歌
山
市
で
実
施

し
て
い
る
リ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン
事
業
に

つ
い
て
解
説
し

た
。

福
地
諒
Ｃ
ｌ

ａ
ｓ
ｓ
　

・
ｎ

ｃ
．
Ｃ
Ｏ
Ｏ
は
大
阪
市

の
道
頓
堀

の
　
　
へ
と

建設業許可部局

直轄で4月開始、自治体への波及が焦点
棘
唾
メ
ン
調
紆
邸
押
纏
襲
い

有識者による活発な意見交換が行われた

2017年 (平成29年)3月 9日 (木曜日)  彿三種動物 認可)

④
加
入
を
求
め
る
通
知

2次 下請以下 (未加入 )

猶予期間内にカロ入確認書類が

提出されなかつた場合、
制裁金

指名停止

※災害時や加入の確約がある

なと 特別な理由がある場合、

下講契約を認める。

(その場合も っても、加入指
導は実施する)

ミズベリング・デアィデアス

講 習会 (例 :CIC日 本 建 設 情報 セ ンタ ー)o独 学 比 較 一 覧ハ古津はつ


